



















る。日本経済団体連合会 2）は企業が求める人材能力を 1 位：コミュニケー
ション能力、2 位：主体性、3 位：チャレンジ精神、4 位：協調性、5 位：誠

















































曜 3 限以下「BD-A」）36 名、バドミントン C（木曜 3 限以下「BD-C」）48 名
における計 84 名の内、有効回答が得られた 78 名であった。体育・スポーツ
は、基礎科目として開講され、必修「基礎演習」2 単位を含む 12 単位として、












19 歳（男性 9 名、女性 21 名）、20 歳（男性 1 名、女性 11 名）、21 歳（男性 3 名、









　Post：2013 年 7 月、BD-A、BD-C 共に教室において 15 回目の授業時に行った。
２．３．統計処理
　本研究では学生のコミュニケーションスキルと気分の変容を比較するため
に、白井 5）、赤川 6）が指摘している自己認知のズレを考慮し、対象群の Pre
コミュニケーションスキル得点を四分位で求め、得点の低かった 0 ～ 25％
を下位群、真ん中の 25% ～ 75％を中位群、高い得点だった 75 ～ 100％を上
位群に分け群の構成を図った。その得点を基に POMS、その他の項目を Pre、
Post 間において 2 群の平均値比較には対応のある t 検定を用いた。それらは








容尺度、関係調整尺度の各 4 項目 24 項目から成るコミュニケーションスキ
ル ENDCORE ｓ（EN-CODE、DE-CODE、CONTROL、REGULATION の 頭
文字、及び複数のｓを付けた）モデルを採用した。「かなり得意 =7 点」から「か
なり苦手 =1 点」までの 7 件法によって回答を求め、そのまま得点化した。
　体育・スポーツ授業環境下における気分変容を測るため、横山ら 13）が構
成した緊張 - 不安、抑うつ、怒り - 敵意、活気、疲労、混乱の 6 尺度 65 項
目からなる日本語版 POMS（Profile of Mood States）を採用した。「非常に多
くあった」から「まったくなかった」までの 5 件法によって回答を求めた。
またその他の項目としてグループ満足度を「0 ～ 20％＝ 1 点」から「100％
＝ 9 点」までの 9 点満点で、グループ関係度を、「全く親しくない＝ 1 点」






































































が男性 3 名、女性 19 名、中位群が男性 10 名、女性 28 名、上位群が男性 5 名、
女性 13 名であった（表－ 3）。本学における在学者数は男性 955 名、女性 2,854
名（2013 年度）であり、男女比は約 1:3 である
　年齢別においては、下位群 18 歳が 7 名、19 歳 10 名、20 歳 3 名、21 歳が
2 名、合計 22 名であった。中位群は 18 歳が 16 名、19 歳 14 名、20 歳 6 名、
21 歳が 2 名であった。上位群は 18 歳が 7 名、19 歳 6 名、20 歳 3 歳、21 歳




　学科別においては下位群、英米語学科が 12 名、アジア言語学科 0 名、イ
ベロアメリカ学科 4 名、IC 学科が 6 名であった。中位群においては英米語
学科が 15 名、アジア言語学科 6 名、イベロアメリカ学科 5 名、IC 学科が 12
名であった。上位群においては英米語学科が 6 名、アジア言語学科 6 名、イ
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４．２．コミュニケーションスキルにおける尺度別結果
　3 群間の合計得点と各尺度の平均点、標準偏差及び対応のある t 検定の結
果を以下に示す。
　自己統制（表－ 6、図－ 2）では Pre から Post にかけて下位群（p=.02、p ＜ .05）、


















表－ 7　「表現力」の平均点及び標準偏差と t 検定結果
図－ 3　「表現力」得点の変化
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表－ 8　「解読力」の平均点及び標準偏差と t 検定結果
図－ 4　「解読力」得点の変化
 










　他者受容（表－ 10、図－ 6）においては下位群（p ＝ .002、p ＜ .01）、上
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表－ 11　「関係調整」の平均点及び標準偏差と t 検定結果
図－ 7　「関係調整」得点の変化



































































調整であった。廣實 3）、落合ら 4）、白井 5）、赤川 6）らは現代青年の友人関係
が希薄化や自己評価のズレ、対話者間でコミュニケーションにおける自己認
知のズレを報告している。これらを示すように、コミュニケーションスキル







































































　3 群間の合計得点と各尺度の平均点、標準偏差及び対応のある t 検定の結
果を以下に示す。






The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 26（2014）
表－ 21　「緊張－不安」の平均点及び標準偏差と t 検定結果
 図－ 8　「緊張－不安」得点の変化
　「抑うつ－落込み」（表－ 22、図－ 9）では下位群（p ＝ .022、p ＜ .05）、











　「怒り－敵意」（表－ 23、図－ 10）では中位群（p ＝ .021、p ＜ .05）、合計
平均（p ＝ .022、p ＜ .05）において有意な低下がみられた。下位群、上位群
においては差がみられなかった。「怒り－敵意」の下位スキルは「ふきげんだ」、
「迷惑をかけられて困る」、「激しい怒りを感じる」といった項目であった。
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　「混乱」（表－ 26、図－ 13）では中位群（p ＝ .036、p ＜ .05）、合計平均（p
＝ .046、p ＜ .05）において有意な低下がみられた。「混乱」の下位スキルは「考
えがまとまらない」、「途方に暮れる」、「物事がてきぱき出来る気がする」な
どいった項目であった。




The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 26（2014）
表－ 27　授業 2 回目と 15 回目の授業初めにおける脈拍の生理的変化
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